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新
中
国
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

毅

中
華
人
民
共
和
国
の
現
社
会
は
、

い
わ
ゆ
る
新
民
主
主
義
社
会
で
あ
る
。
新
民
主
主
義
社
会
は
、
社
会
主
義
社
会
成
立
に
い
た
る
過
渡

こ
の
過
渡
社
会
の
総
任
務
(
総
路
競
)
、

す
な
わ
ち
政
経
の
根
本
方
針
は
、
共
和
田
憲
法
に
よ
れ
ば
、
「
逐
次
国
家
の
社
会
主
義
工
業
化

-195-

社
会
で
あ
る
。

を
実
現
し
、

-
手
工
業
及
び
資
本
主
義
工

に
対
す
る
社
会
主
義
改
造
を
完
成
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。

資
本
主
義
企
業
に
対
す
る
社
会
主
義
改
造
の
究
極
型
態
は
全
人
民
所
有
制
、
俗
に
い
う
国
有
化
で
あ
る
が
、
由
来
国
有
化
に
採
用
さ
れ

る
方
法
に
淡
収
・
陶
汰
・
翼
収
が
φ

め
る
と
い
わ
れ
る
。
新
中
国
に
お
い
て
は
、
官
僚
資
本
に
つ
い
て
波
収
方
法
を
断
行
し
た
が
、
一
般
私

企
業
に
つ
い
て
は
陶
汰
・
買
収
の
方
法
を
主
と
し
て
使
用
し
、
漸
進
的
に
改
造
を
進
め
て
い
る
。
買
収
方
法
の
具
体
形
式
は
国
家
資
本
主

義
で
、

公
私
合
営
に
お
け
る
私
設
(
資
本
家
株
〉
利
潤
配
当
が
買
収
資
金
に
見
立
ら
れ
て
い
る
。

一
般
工
商
業
に
対
す
る
公
私
合
営
化
は
、

一
九
五
四
年
九
月
以
来
、
全
行
業
公
私
合
営
弁
法
の
実
施
に
よ
っ
て
本
格
的
と
な
っ
た
が
、

金
融
業
の
そ
れ
は
一
九
五

O
年
八
月
以
来
急
速
に
進
め
ら
れ

一
九
五
二
年
末
に
全
銀
行
・
銭
荘
・
信
託
公
司
の
公
私
合
営
化
が
完
了

し
、
こ
の
過
程
に
典
当
(
質
展

γ
信
託
公
可
・
為
替
業
等
は
完
全
に
陶
汰
さ
れ
た
。

経
済
学
研
究



新
中
閣
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
迭

木

い
う
ま
で
も
な
く
近
代
社
会
経
済
に
お
い
て
ブ
経
済
運
営
の
中
枢
機
携
は
金
融
で
あ
る
。
金
融
機
構
の
掌
曜
は
函
民
経
済
統
制
の
関
鍵

で
あ
る
。
特
に
計
画
経
済
を
本
質
と
す
る
社
会
主
義
に
お
い
て
、
金
融
機
関
の
国
家
集
中
は
、
経
済
計
画
化
の
前
提
条
件
で
あ
る
。

ソ
速
に
お
い
て
は
一
九
一
七
年
十
二
月
帝
制
時
代
の
全
金
融
機
関
の
富
有
化
を
断
行
し
た
。
新
中
富
で
は
国
有
化
を
一

に
行
わ
ず
、

過
渡
型
態
で
あ
る
公
私
合
営
を
通
じ
て
漸
進
的
に
遂
行
し
つ
つ
あ
る
が
、

し
か
し
前
述
の
通
り
一
般
工
務
企
業
に
先
が
け
て
す
で
に
公
私

合
営
犯
の
段
階
を
終
え
、
全
金
融
機
関
国
有
化
の
基
礎
を
創
造
中
で
あ
る
。

新
中
国
と
ソ
速
に
お
け
る
金
融
機
関
国
有
化
過
程
の
遅
速
は
、

い
う
ま
で
よ
υ

な
く
荷
国
社
会
制
度
の
相
速
に
よ
っ
て
造
出
さ
れ
る
。

ソ

連
の
社
会
は
社
会
主
義
社
会
で
あ
り
、
新
中
国
の
社
会
は
社
会
主
義
社
会
へ
の
過
渡
で
あ
る
新
員
主
主
義
社
会
で
あ
る
。

近
代
中
国
の
金
融
を
論
じ
る
に
当
っ
て
、
上
海
を
除
外
し
て
は
、
そ
の
正
鵠
を
え
な
い
。
上
海
は
中
国
金
融
の
中
核
地
で
あ
り
、
各
地
金

融
の
命
脈
は
上
海
に
通
じ
、

そ
の
動
向
は
上
海
金
融
業
の
操
縦
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

一
九
四
九
年
北
京
・
天
津
・
上
海
・
漢
江
・
広
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東
・
章
一
慶
・
西
安
の
七
大
都
市
に
お
け
る
銀
行
・
銭
荘
・
信
託
公
司
は
間
四
六
家
、
蘇
南
地
幣
を
加
え
れ
ば
全
国
の
九
了
六
%
を
し
め
る

計
二

O
O家
が
集
中
し
て
い

d
。
新
中
一
回
に
お
い
て
私
営
金
融
業
の
社
会

が
、
上
海
一
一
地
に
銀
行
一
一
五
、
銭
荘
八

O

信
託
公
司

が
と
海
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
上
述
の

で
理
由
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

(1) 

人
民
日
報
社
論
、
金
融
業
的
新
方
向
、

一
九
五
O
年
八
月
二
十
四
臼
号
。

の
社
会
主
義
改
造
は
、
厳
格
な
時
間
的
区
分
は
で
き
な
い
が
、
採
用
さ
れ
た
方
法
に
よ
っ
て
三
個
の
段
踏
に
分
け
て

で
き
る
。一
段
階
は
弱
少
私
営
銀
銭
業
の
陶
汰
と
官
僚
資
本
の
段
収
に
よ
る
大
銀
行
の
公
私
合
営
化
で
あ
り
、

大
体
一
九
閥
九
年
六
月
か
ら
一



九
五

O
年
末
の
期
顕
で
あ
る
。

人
民
政
府
が
私
営
銀
銭
業
に
対
し
て
諜
用
し
た
最
初
の
政
策
は
直
接
的
、
間
接
的
手
段
に
よ
る
陶
汰
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
手
段
は
議

低
資
本
一
綴
の
規
制
、

の
規
制

の
制
限
、

公
債
の
割
当
、
利
子
率
の
引
下
、

の
提
出

lこ

よ
る
預
貯
蓄
業
務
の
競
合
、
手
形
交
換
欠
席
銀
銭
業
の
処
分
等
で
あ
る
。

(1) 

最
低
資
本
額
の
規
制

内
戦
の
末
期
か
ら
建
国
に
い
た
る
ま
で
に
、

各
地
区
に
私
営
銀
銭
業
管
理
暫
行
弁
法
が
あ
り
、

銀
、
銭
業
の
最
低
資
本
額
か
一
次
の
通
り
決

円
疋
し
て
い
る
。

華
北
地
区
(
一
九
四
九
年
四
月
二
十
七
日
公
布

γ
・
銀
行
二
千
万
一
万
l
五
千
万
一
元
、
銭
荘
三
百
万
元

i
六
百
万
元
。
資
本
中
現
金
或
い
は

説
中
東
地
区
(
一
九
四
九
年
八
月
二
ア
一
日
公
布
)
・
・
上
海
の
銀
行
・
信
託
公
司
一
億
一
見

i
二
億
一
五
、
銭
荘
六
千
万
一
苅
1
一
種
ニ
千
万
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当
地
中
宙
人
民
銀
行
の
認
可
す
る
財
産
七

O
%
以
上
営
業
用
器
具
家
屋
土
地
一
一
一

O
%
以
下
、
最
低
資
本
不
足
額
の
鵠
充
は
二
カ
月
以
内
。

ヌじ

済
南

-
無
錫
・
抗
州
・

の
銀
行

公
一
司
自
千
万
一
万

i
八
千
万
一
兆
、
銭
荘
二
千
五
百
万
一
平
l
五
千
万
元
、

そ

の
他
の
地
方
の
銀
行
・
信
託
公
可
一
千
万
一
五
i
二

銭
荘
五

一平
l
一
千
万
一
元
、
奥
地
に
分
支
行
を
設
寵
す
る
場
合
間

O
%
増

加
。
営
業
設
備
は

の
五

O
羽
以
下
、
最
低
資
本
不
足
額
の
捕
充
は
上
海
一
カ
月
、
佑
の
地
方
一
カ
月
半
以
内
。

華
南
地
区
(
一
九
四
九
年
十
二
月
七
日
公
布

γ
・
銀
行
六
億
一
応
、
銭
荘
四
億
元
、
資
本
山
?
の
現
金
は
五

O
%
以
上
、
営
業
ー
器
具
建
物
土

地一二

O
%
以
下
司
最
低
資
本
不
足
額
の
補
充
は
一
カ
月
以
内
。

翠
北
・
華
東
・
華
南
の
摘
に
段
低
資
本
額
が
高
額
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

イ
ン
フ
レ

I
ν
ョ
ン
の
進
行
を
示
す
と
開
時
に
、
政
府
の
私

営
銀
銭
業
対
策
が
次
第
に
厳
格
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

従
来
適
用
さ
れ
る
国
民
政
府
の
公
布
す
る
一
九
四
七
年
九
月
一
白
の
銀
行
法
に
お
い
て
は
、

最
抵
資
本
数
の
明
文
規
定
が
な
い
。
こ
の

経
済
学
研
究

を惨



新
中
国
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

た
め
私
営
銀
銭
業
は
財
務
上
法
的
拘
束
が
な
く
創
立
さ
れ
、
特
に
戦
時
イ
ン
フ
レ

l

v
ョ
シ
の
渦
中
に
諜
生
し
、

し
た
が
っ
て
財
務
的
基

礎
の
め
て
軟
弱
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
当
該
規
定
の
最
低
資
本
額
は
高
額
で
あ
り
、
不
足
資
本
の
補
充
期
開
が
短
く
、
私
営
銀
銭
業
の

創
設
は
不
可
能
で
あ
っ
た
し
、
不
足
額
の
補
充
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
上
海
に
お
い
て
当
暫
行
弁
注
公
布
後
僅
か
六
日
間
に

不
足
額
の
補
充
が
で
き
ず
開
業
し
た
銀
銭
業
は
二
O
家
、
他
の
銀
銭
業
と
私
か
に
取
引
し
不
足
掛
慨
を
補
充
し
よ
う
と
し
て
営
業
停
止
を
命

し
た
。

ぜ
ら
れ
る
も
の
一
一
家
に

各
地
区
の
最
低
資
本
額
は
当
然
由
民
経
済
的
機
構
を
完
成
す
る
時
期
に
統
一
さ
る
べ
き
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
O
年
八
月
間

イ径
の

に
お
い
て
、
銀
、
銭
業
一
律
に
一
一
百
億
一
元
・
百
憶
一
応
・
五
O
億
一
兆
・
ニ

C
矯
一
元
・
一
O
億
一
冗
・
五
億
元
の
六
種
、
資

本
中
現
金
最
低
眼
度
を
一
O
i
m
出
。
%
、
資
本
額
が
小
額
と
な
る
に
従
っ
て
現
金
比
率
を
増
大
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。

中
関
人
民
銀
行
に
韻
託
す
る
現
金
準
備
は
、

週
間
平
均
残
高
に
つ
い
て
、
華
北
・
華
南
が
当
夜
預
金
の
一
O
%
、
定
期
預
金
の
五
%
、

-198-

(2) 

現
金
準
備
率
の
規
制

都
十
東
が

の
七
i
一
千
九
%
、
定
期
預
金
の
一
一
一
lie-
七
%
で
あ
る
。
吏
に
自
家
保
有
の
預
金
払
戻
準
備
現
金
は
、
華
北
・
華
東
・
華
南

一
九
五
O
年
八
月
の
全
国
金
融
業
会
議
に
お
い
て
、
中
国
人
民
銀

の
一
二
地
区
と
も
に
当
座
頭
金
の
一
心
%
、
定
期
預
金
の
五
%
で
あ
る
。

行
に
預
託
す
る
現
金
準
備
は

の
一
五
%
、

た
だ
し
公
債
、
投
資
公
司
出
資
を
も
っ
て
す
る
保
証
準
備
が
一
心
%
、
現
金
準
備
が

五
%
と
現
金
準
備
率
は
引
下
げ
ら
れ

払
戻
準
備
金
は

。
%
と
引
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
総
体
的
に
現
金
準
備
率
は
一
一
一
倍
近

く
引
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

現
金
準
備
は
本
来
営
業
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
必
.
要
と
さ
れ
る
が
、

る
。
と
く
に
イ
シ
プ
レ

l
v
ョ
シ
の
時
期
に
お
い
て
、
弱
少
銀
銭
業
は

他
国
に
お
い
て
そ
の
営
利
性
と
矛
膚
ず
る
性
格
ー
を
も
っ
て
い

と
投
機
に

の
山
凶
路
を
見
出
し
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
南
京
中
の
準
備
金
宏
保
有
す
る
こ
と
は
貨
幣
減
価
を
坐
視
す
る
結
果
と
な
り
、

そ
の
蒙
る
損
失
は
板
め
て
大
き
い
。



し
か
も
一
九
五
O
年
三
月
以
来
の
物
価
安
定
期
に
い
た
っ
て
準
備
率
を
三

に
引
上
げ
た
こ
と
は
、
運
用
資
金
を
圧
迫
し

そ
れ
だ
け
訳

益
歩
一
損
う
こ
と
と
な
り
、
与
え
る

は
甚
大
で
あ
っ
た
。

(3) 

資
金
運
用
額
の
制
限

各
地
区
の

弁
法
に
よ
れ
ば
、
銀
行
・
銭
荘
の
資
金
運
用
額
は
、
預
金
総
額
の
五
O
%
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
元
来
多
く
の
私
営
銀
銭
業
は
イ
シ
プ
レ

l
u
v
ョ
シ
の
所
産
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
包
括
す
る
経
済
容
量
に
対
し
て
、
す
で
に
過
剰
と
な
り
、

銀
銭
業
の
保
有
す
る
預
金
は

め
て
小
額
で
あ
る
。

一
九
五

0
年
四
月
現
金
管
理
の
実
施
に
よ
っ
て
、
私
営
銀
銭
業
に
預
入
れ
ら
れ
た
政

府
資
金
は
一
斉
に
引
上
げ
ら
れ
、
私
営
銀
、
銭
業
の
預
金
量
を
大
い
に
減
少
さ
一
ゼ
た
。

一
九
五
O
年
六
月
北
京
・
天
津
・
上
海
・
広
東
・
漢
口
・
西
安
・
重
慶
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
預
金
総
額
は
八
O
龍
一
元
、
戦
前
の
幣

価
に
し
て
五
千
万
元
に
達
し
な
い
。
戦
前
一
家
で
二
億
一
冗
の

を
保
有
す
る
銀
行
が

し
た
。

上
海
公
私
銀
銭
業
の
預
金
総
額
は
約

-199-

五
G
億
一
見
、
戦
前
幣
備
に
し
て
二
千
五
百

で
あ
る
。
戦
前
上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
一
家
の
預
金
は
一
信
元
以
上
で
あ
っ
た
。
こ
の

は
、
全
上
海
銀
銭
業
の
預
金
総
額
が
戦
龍
一
家
の
預
金
額
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を

し
て
い
る
。
こ
の
中
四
公
私
合
宮
銀
行

が
半
分
以
上
を
所
有
し
、
他
の
七
四
家
が
熟
余
の
半
分
た
ら
ず
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
家
当
り
の
預
金
額
は
五
鑓
元
に
満
た
な

い
。
各
地
と
も
罰
様
な
状
態
で
、
北
京
に
お
い
て
は
僅
か
五
千
万
元
の
預
金
を
も
っ
銭
荘
す
ら
存
在
し
た
と
い
わ
れ
る
。

一
九
五

八
月
、
全
国
私
営
銀
銭
業
の
預
総
額
は
九
千
億
一
冗
に
増
加
し
た
が
、
な
お
戦
前
の
一
了
五
%
に
過
ぎ
な
い
。
戦
前
行
員
一
人

当
り
の
預
金
蒐
集
高
は
一
一
万
ド
ル
・
、
預
金
の
八
一
一
一
%
が
貸
付
け
ら
れ
た
。

し
か
し
一
九
五

六
月
の
一
人
当
り
蒐
集
高
は
戦
前
幣
価

で
二
千
五
百
ド
ル
、
貨
出
は
預
金
の
五
O
%
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
一
家
当
り
の
月
限
界
利
潤
額
は
四
八
三
ド
ル
と
計
算
さ
れ
て
い

る
。
頭
金
蒐
集
額
は
戦
前
の
約
関
西
分
の
て
こ
の
点
か
ら
推
計
す
れ
ば
限
界
利
潤
は
一
一
ド
ル
で
あ
る
。
運
用
率
低
下
を
加
味
す
れ
ば

一

υド
ル
以
下
と
な
る
。

経
済
学
研
究



新
中
患
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

資
金
運
用
額
の
制
限
は

オ
ー
バ
ー
・
ロ

l
y
を
鼠
止
し
、
経
世
口
の
建
全
性
を
保
持
し
よ
う
と
す
る

の
外
に
、

私
営
銀
、
設
業
の
貸
付

能
力
を
制
約
す
る

あ
っ
た
。

が
認
め
ら
れ
る
ο

基
礎
軟
弱
な
銀
銭
業
は
、

正
常
な
貸
付
業
務
の
み
で
経
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で

(4) 

公

債

の

割

当

一
九
五

O
年
人
民
勝
利
折
実
公
俊
二
龍
分
が
発
行
さ
れ
た
。
分
は
い
わ
ゆ
る
折
実
単
位
で
、
単
位
は
主
要
生
活
必
需
品
の
市
場
価
格

つで
7こ3計
。算

さ
れ
る

一
単
位
の
価
格
は
一
九
五

O
年
一
月
平
均
一
一
一
、
九
九
二
元
、

二
月
平
均
五
、
七
九
九
元
、
一
一
一
月
平
均
六
二
一
二
九
元
で
あ

人
民
勝
利
折
実
公
伎
は
主
と
し
て
都
市
の
工

金
融
業
者
に
割
当
て
ら
れ
た
。
こ
の
割
当
は

こ
の
た
め
上
海
に
お
い
て
一
一
一
月
中
に
一
二
一
二
家
の
銀
銭
業
が
倒
産
し
た
と
い
わ
れ
る
。

積
一
の
愛
盟
運
動
と
し
て
実
施
さ

(5) 

利
子

の
引
下
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れ
た
が

一
九
四
九
年
以
前
、
上
海
の
科
子
市
中
は
金
融
業
開
業
公
会
に
よ
っ
て
、
決
定
さ
れ
た
が
、
同
業
公
会
利
子
率
と
間
関
利
子
率
簡
に
は
大
き
な
碕

そ
の
た
め
短
期
資
本
は
い
わ
ゆ
る
地
下
銭
荘
に
集
中
し
、
関
利
子
率
が
貨
幣
市
場
を
支
配
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。

年
九
月
以
後
利
子
率
は
金
融
同
業
公
会
の
組
織
す
る
利
子
率
委
員
会
が
決
定
し
、
間
年
十
一
月
以
後
中
国
人
民
銀
行
が
委
員
会
に
加
入
し
、

し
か
し
関
科
予
率
の
跳
梁
は
止
ま
ず
、

差
が
あ
り
、

一
九
四
九

漸
く
利
子
系
は
中
国
人
民
銀
行
の
誼
接
指
導
の
下
に
決
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

一
九

5

は
媛
期
貸
出
五
五
・
五
%
、

二
0
・
七
%
、

コ
ー
ル
一
ニ
0
・
0
%
で
あ
る
に
対
し
て
、

定
期
預
金
四
回
・
四
%
で
あ
る
。

預
金
一
0
・
五
%
、

の
利
子

月
利
子
率
委
員
会
の
公
定
利
子
率
が
貸
出
四
0
・
二
%
、

イ
ジ
フ
レ

l

v
ョ
ン
の
時
期
に
お
い
て
は
、

公
定
利
子
率
を
引
上
げ
て
閤
和
子
率
と
の
差
を
縮
少
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
中
国

人
民
銀
行
の
指
導
力
が
弱
く
、
ス
銀
銭
業
が

と
結
付
い
て
い
た
た
め
に
、
こ
の
よ

の
実
現
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。



九
五
O
年
一
二
月
統
一
国
家
叫
財
政
経
済
工
作
の
実
施
以
後
、
漸
く
国
家
の
財
経
指
導
力
が
統
一
強
化
さ
れ
、
物
価
は
・
安
定
し
、
投
機
が
消
滅

は
閉
鎖
し
市
場
利
子
率
は
公
定
利
子
率
に
概
ね
迫
臨
し
た
。
物
価
安
定
は

さ
ら
に
こ
の
時
期
に
利
子
率
は
大
幅
に
引
下
げ
ら
れ
た
。
利
子
率
委
員
会
利
子
率
は
、

し

に
と
っ
て
一
大
打
撃
で
あ
っ
た
が

七
%
、

0
・
六
%
、
貸
出
二
一
一
・
五
%

ザ
ル
・
二
%

一
ニ
・
五
%
、

コ
ー
ル
七
・
二
%
、

二
一
・
五
%
、

0
・

ニ
・
六
%
、
二
・
O
五
%
と
急
落
し
た
。
一
九
四
九
年
下

国
・
五
・
ム
ハ
の
三
カ
月
間
に

は
A
V
δ
)
 

大
銀
行
に
し
て
ム
ハ
O
%
に
満
た
な
い
と
い
わ
れ
る
。
利
子
率
の
急
激
な
引
下
げ
が
、
資
金
運
用
額
の
減
少
と
と
も
に
、

に
お
い
て

私
官
銀
銭
業
の

の
七
O
%
、

そ
れ
に
よ
る
利
子
収
益
は
平
均
し
て
支
出
の
五
O
%
、
成
総
良
好
な

私
営
銀
銭
業
の
収

益
を
著
し
く
低
下
さ
せ
、
経
営
を

ら
し
め
た
こ
と
は

上
述
の
指
標
か
ら
し
て
想
像
に
難
く
な
い
。

(6) 

-
出
資
者
名
簿
の
提
出

私
蛍
銀
銭
業
に
お
け
る
預
金
者
・
借
入
者
及
び
出
資
者
の
名
簿
提
出
は
、
本
来
官
僚
資
本
を
摘
発
す
る
こ
と
を
図
的
と
す
る
も
の
で
あ
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っ
た
が
、
同
時
に
そ
れ
は
一
般
の
預
金
者
・
借
入
者
等
の
秘
密
保
全
を
侵
害
す
る
も
の
で
、
勢
い
彼
等
を
し
て
私
営
銀
銭
業
と
の
取
引
を

回
避
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

ヴ

t

私
営
銀
銭
業
の
運
用
資
金
は
概
ね
そ
の
蒐
集
す
る
頭
貯
金
に

国
家
銀
行
に
よ
る
預
貯
蓄
業
務
の
競
合

す
る
。

し
た
が
っ
て
預
貯
金
蒐
築
は
銀
銭
業
の
最
も
重
婆
な
業
務

で
あ
る
。
中
国
人
民
銀
行
は
い
わ
ゆ
る
中
央
銀
行
と
異
な
り
預
貯
蓄
業
務
を
行
い
、

一
般
銀
銭
業
と
競
合
す
る
立
場
に
あ
る
。

中
国
人
民
銀
行
は
一
九
五

一
一
一
月
全
国
的
に
折
実
預
金
を
笑
施
し
た
。
折
実
制
度
は
イ
ン
フ
レ

l
ν

ョ
シ
拐
に
お
け
る
一
種
の
価
値

安
定
制
度
マ
あ
っ
て
、

は

を
市
価
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
傾
格
に
よ
っ
て
折
実
単
怯
に
換
算
記
帳
し
、
払
員
現
金
を

当
時
の
折
実
単
位
価
格
に

い
て
換
算
支
払
う
方
式
で

こ
れ
に
よ
っ
て

は
預
金
貨
幣
の
減
価
を
免
れ
、

一
定
の
購
買
力
を
保

持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
い
で
四
月
さ
ら
に
保
本
保
値
預
金
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
折
笑
預
金
と
現
会
預
金
の
併
用
方
式
で

経
済
学
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け
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私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
遊

木

あ
っ
て
、
物
価
鵠
費
の
際
は
前
者
を
、
物
倒
下
落
の
際
は
後
者
を
適
用
す
る
も
の
で
、

預
金
者
は
物
価
下
落
の
場
合
、
折
実
預
金
に
よ
っ

て
は
得
ら
れ
な
い
幣
値
上
昇
の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
預
貯
蓄
制
度
は
単
な
る
現
金
預
金
よ
り
も
著
し
く
宥
和
で
あ

に
中
国
人
民
銀
行
に
流
入
し
た
。

っ
て
、

そ
の
た
め
預
貯
蓄
金
は

中
居
人
民
銀
行
の
一
九
五
O
年
に
お
け
る

私
営
銀
銭
等
の

A
U
H
U
 

一
九
五
O
年
八
月
か
ら
十
月
ま
で
の
一
一
一
カ
月
間
の
増
加
率
は
僅
か
一
二
二
%
に
過
ぎ
な
い
。

は
一
九
四
九
年
の
一
九
億
に
達
し
て
い
る
が
、

の
増
加
は
遅

々
た
る
も
の
で
、

私
営
銀
銭
業
に
お
け
る
支
出
の
主
な
も
の
は
労
賃
で
、
支
出
の
七
O
e
八
O
%
を
し
め
て
い
る
。
当
時
銀
銭
業
従
業
員
一
人
当
り
平
均

労
賃
は
百
四
、

五
十
万
元
で
あ
っ
た
。
預
ん
た
残
高
の
相
対
的
減
少
は
、
従
業
員
一
人
当
り
の
預
金
蒐
集
高
の
減
少
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

る
が

一
人
当
り
預
金
蒐
集
高
は
全
国
的
な
大
銀
行
で
最
高
八
千
万
元
、
最
低
二
千
四
、

五
百
万
元
で
あ
る
。
現
金
準
備
率
を
ニ
O
%
と

み
て

ぞ
れ
よ
り
入
る
利
子
収
益
は
百
二
十
八
万
元
で
あ

る
。
こ
の
利
子
収
益
を
も
っ
て
し
て
は
百
五
十
万
元
の
労
賃
を
支
払
う
こ
と
す
ら
不
可
能
で
ゐ
る
。

の
運
用
額
は
六
千
四
百
万
元

と
貸
出
の
利
差
を
一
一
%
と
す
れ
ば
、
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国
家
銀
行
へ
の
資
金
集
中
は
、
私
営
銀
銭
業
の
資
金
運
用
を
一
層
圧
迫
し
、
そ
の
も
つ
財
務
上
の
矛
盾
を
益
々
深
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(8) 

予
形
交
換
欠
席
銀
銭
業
の
処
分
す
べ
て
営
業
を
停
止
さ
札
ぜ
ら
れ
た
。

る
目
的
で
計
劃
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

手
形
交
換
欠
滞
銀
銭
業
は
、

<-

の

は
最
低
資
本
限
額
に
満
た
な
い
銀
銭
業
を
急
速
に
陶
汰
す

こ
う
し
た
諸
種
の
手
段
に
よ
っ
て
、
私
営
銀
銭
業
は
次
第
に
陶
汰
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
陶
汰
過
程
は
一
九
五

一
一
一
月
統
一

国
家
財
経
工
作
の
実
施
に
よ
っ
て

る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
工
作
は
、

に
わ
た
る
イ
シ
プ
レ

l

v
ョ
シ
合
完
全
に

せ
、
物
価
の
安
定
を
も
た
ら
し
た
。

し
ば
し
ば
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の

は
イ
ン
フ
レ

l
ぃ
V

ヨ

γ
の
所
産
で
ふ
め
っ
て

手ム

営
銀
銭
業
の
資
金
出
路
は
投
機
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
銀
銭
業
ブ
ー
ム
も
又
同
然
な
く
投
機
に
よ
っ
て
造
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

に
お



い
て
戦
中

の
銀
銭
業
が
創
立
さ
れ

一
九
悶
五
年
八
月
銀
行
九
沼
、
銭
荘
二
四
に
達
し
た
。
上
海
の
銀
銭
業
は
戦
前
六

O
家
(
あ

る
い
は
七
六
家
、

た
だ
し
一
九
三
じ
年
)
が
一
九
四
五
年
四
一
一

Iこ

し
た
。

一
九
四
七

の
私
営
銀
行
及
び
信
託
公
司
は

。
六
家

は
七
四
一
家
に

し
て
い
る
。
物
価
安
定
は

の
経
営
に
決
定
的
な
打
撃
と
な
り

一
九
四
九
年
末
上
海
等
セ

大
都
市
の
銀
銭
業
は
四
四
六
家
で
あ
っ
た
が
、
物
価
安
定
直
後
の
一
九
五

C
年
六
月
に
は
二
一

と
急
減
し
た
。
上
海
の
銀
銭
業
は
一

て九
い間

るQ九
0-年

五
月

O 
O 
家

一
九
五

O
年
六
月
七
人
家
、
出
産
は
銀
行
七
七
家
、
銭
荘
四
六
家
、
信
託
公
司
二
家
、
計
一
二
二
家
に
上
つ

一
九
五

六
月
こ
ろ
ま
で
に
、
陶
汰
さ
れ
る
も
の
陶
汰
さ
れ
、
残
存
す
る
私
営
銀
銭
業
は
上
述
の
諸
手
段
に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
え
な

い
比
較
的
財
政
健
全
な
も
の
の
み
で
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
改
造
を
加
え
る
以
外
に
、
そ
の
反
社
会
主
義
性
格
を
止
揚
す
る
道
は
な
い
。

陶
汰
の
意
義
は
、
改
造
す
べ
き
対
象
を
明
磁
に
倍
定
し
、
改
造
の
基
礎
を
確
立
す
る
と
こ
ろ
に
見
出
さ
れ
る
。

し
か
し
他
面
に
お
い
て
、
私
営
銀
銭
業
の
倒
産
が
短
め
て
急
激
で
あ
り
、

こ
れ
に
伴
な
っ
て
私
営
工
商
業
の
倒
産
が
相
継
ぎ
現
出
し
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恐
慌
と
な
り
、
経
済
の
恢
復
、
発
援
を
紅
碍
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
し
て
、

一
九
五

O
年
六
月
工
高
業
の
諦
整

が
実
施
さ
れ
、
金
融
緩
和
を
伴
な
う
一
連
の
工
作
を
採
用
し
た
が
、
銀
銭
業
に
対
す
る
調
整
の
任
務
は
一
方
に
お
い
て
私
営
銀
銭
業
の
存

在
を
認
め
、
他
方
に
お
い
て
こ
れ
を
改
造
し
、
併
ぜ
て
全
国
金
融
業
を
再
編
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
き
に
一
九
五

O
年
八
月
一
日
か
ら

十
日
間
、
全
国
金
融
業
会
議
が
北
京
に
開
催
さ
れ
、
当
面
す
る
問
題
に
対
し
て
次
の
如
き
方
針
を
決
定
し
て
い
る
。

て
金
融
業
中
の
公
私
関
係
の

公
私
金
融
業
の
発
展
は
「
一
視
同
仁
」
、
た
だ
し
国
家
銀
行
の

は
国
家
の
与
え
る
「
金
融
合
}
安

に
間
服
務
す
る
こ
と
そ
支
持
す
る
た
め
、

私
営
金
融
業
を
指
導
、
戦
脅
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
家
銀
行
は
私
営
金
融
業
が
ヱ

以
下
の
業
務
連
繋
を
有
う
。
加
私
営
行
荘
は
為
替
業
務
を
開
設
し
て
都
市
郷
村
関
の
物
資
交

し
、
生
援
を
発
展
さ
せ
る
」
基
本
任
務
を
完
成
し
、

流
を
長
助
す
る
。

日
明
国
家
銀
行
は
為
替
手
形
を
優
待
割
引
し
、
資
金
調
達
を
援
助
す
る
。

付
行
荘
の
工
商
業
に
対
す
る
貸
付
の
回
坂
が
遅

経
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新
中
閣
に
お
け
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私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

延
し
た
場
合
、
国
家
銀
行
に
抵
当
を
転
じ
、
一
向
割
引
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
伸
行
荘
は
や
宙
人
民
銀
行
の
委
託
業
務
、

た
と
え
、
は

税
金
徴
収
・
代
理
貯
蓄
・
保
険
等
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
行
荘
が
や
小
都
市
業
務
を
開
設
す
る
た
め
の
計
画
的
な
機
構
設
置
の

許
可
を
考
濯
す
る
。
付
行
荘
が
信
用
渋
滞
の
た
め

を
容
易
に
貸
出
し
え
な
い
場
合
、
国
家
銀
行
へ
の
預
入
を
許
可
す
る
。

二
、
金
融
業
と
ヱ
商
業
関
係
の

卯
利
子
率
を
引
下
げ
、

各
地
の

を
縮
少
す
る
。
今
後
中
国
人
口
氏
銀
行
総
行
が
全
国
貸
付
利

子
市
中
の
最
高
限
度
を
決
定
し
、

各
地
の
利
子
率
委
員
会
が
各
地
の
実
情
に
応
じ
て
そ
の
地
の
利
子
率
を
決
定
す
る
。

持
連
合
住
民
付
は
良
好

付
公
私
金
融
業
が
投
資
公
司
を
組
識
す
る
こ
と
を
提
唱
す
る
。

に
注
留
す
べ
き
決
定
は
、
官
僚
資
本
の
波
収
に
よ
る
銀
行
の
公
私
合
営
化
で
あ
る
。
官
僚
資
本
は
国
民
政
府

高
級
官
僚
の
保
有
又
は
関
係
す
る
資
本
で
、
蕗
・
孔
・
宋
・
陳
等
四
大
家
族
の
資
本
が
そ
の
典
型
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
議
上
、

な
方
式
で
あ
る
か
ら
、
増
資
拡
大
す
る
。

さ
ら
に
こ
の
会
議
の
、

八
月
金
城
銀
行
は
官
僚
資
本
が
公
設
ハ
政
府
所
有
株
)
と
な
り
、

行
禁
東
区
行
長
)
、
曽
凌
(
中
田
人
民
銀
行
計
部
一
部
長
〉
が
公
股
蓋
事
に
任
命
さ
れ
た
。

か
く
て
一
九
五

公
私
合
営
に
改
組
さ
れ
、
陳
穆
ハ
中
国
人
民
銀
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上
海
商
業
儲
蓄
・
郡
江
興
業
・
金
城
・
大
陸
・
中
南

取
作
興
誠
の
入
銀
行
が
公
私
ム
ロ
営
に
民
意
し
て
い
る

つ
い
で
中
南
・
和
成

衆
髄
(
誠
・
大
陸

中
開
実
業
・
新
華
・
斯
江
興
業
・
田
明
・
通
商
・
建
業
・
上
海
商
業
儲
蓄
の
諸
銀
行
が
公
私
ム
ロ
営
に
改
絡
さ
れ
、

一
九
五
一
年
六
月
ま
で

に
主
要
な
銀
行
は
全
部
公
私
合
営
と
な
り
、
中
国
人
民
銀
行
の

理
下
に
入
っ
た
。

(5) (4) (3) (Z) (1) 

。
市
同
時
ロ
刑
判
。
F
0
4
M
M田岡
MW

沼
O
出
m
w
g
-
H
i
M
刊
炉
問
即
日
HB
由
。
同
。
。

g
g¢
出
向
日
付
。
広
邸
内
y

H

U

明白・匂・
AHN
・

掌
乃
器
、
私
営
行
荘
何
処
去
?
論
中
用
問
経
済
的
改
造
、
八
七

2
八
九
頁
。

。
ぴ
ぬ
出
ぬ
の
叩
H
《

V
Z
河
口
笹
口
・
号
勺

-nx-
七・自由・

ア
ジ
ヤ
経
済
旬
報
、
一

O
一一号。

。cg戸
ぬ
の
V
0
・u『
信
回
一
口
w

。目v・ロ泣い・
M
y
h
N
・



(10) (9) (8) (7) (6) 

一
九
五

O
年
経
済
年
報
、
四
六
頁
。

ヱ
ヱ
遼
夫
、
一
年
来
的
利
率
、
経
済
導
報
社
編
、

主
遼
夫
、
前
掲
論
文
、
前
掲
妻
、
四
六
頁
。

亭
松
何
、
私
営
行
怒
応
加
強
自
我
整
幅
制
改
造
的
決
心
、
中
日
出
金
敵
、

。
何
回
出
口
ぬ
C
V
0

・u『巳
白
E
W
。匂

-nz・阿
Y

∞4
・

中
国
人
民
銀
行
総
行
、
析
実
容
款
統
一
章
程
、
一
九
五

O
年
一
一
一
月
十
八
日
、
中
間
出
人
民
銀
行
北
京
発
行
、
保
木
保
鎚
定
期
儲
蓄
存
款
章
程
、

年
四
月
十
四
日
。

好
濯
、
私
営
金
一
翻
業
的
発
展
及
び
英
一
偏
向
、
中
国
金
融
、
一
九
五
O
年
、
第
二
期
。

展
大
成
、
談
私
叫
世
間
金
融
業
的
改
造
問
題
、
中
間
金
融
、
一
九
五

O
年
、
第
五
期
。

。
何
回
申
出
ぬ

c
y
o，
句
口
問
、
口
司
。
MM-nE-H}・
印

4
・

C
V
田
口
ぬ
の
U
0

・u『己
申
H
W
W

。
匂

-nx-
℃・

A
m
N
I

南
漢
笈
、
関
於
全
国
金
磁
器
用
達
席
会
議
的
抑
制
倍
、

一
九
五

O
年
、
第
五
期
。

一
九
五
O

n51側側 (12)(11) 

一
九
五

O
年
九
月
八
日
、
中
国
金
融
、

一
九
五
O
年
、
第
一
刻
。
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改
造
の
第
一
一
段
階
は
私
営
銀
銭
業
と
公
私
合
営
銀
行
の
集
団
化
で
あ
っ
て

七
月
か
ら
一
九
五

九
月
こ
ろ
ま
で
の
期

一
九
五

聞
に
担
当
す
る
。

こ
の
期
間
の
初
期
に
朝
鮮
事
変
が
勃
発
し
、
六
月
以
来
の
金
融
緩
和
政
策
は
再
度
引
締
政
策
に
転
換
し
、

私
営
銀
銭
業

の
改
造
が
急
速
に
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
段
階
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。

段
階
の
一
は
私
営
銀
銭
業
の
速
営
築
団
組
織
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
九
月
以
来
上
海
・
南
京
・
北
京
・
天
津

日
・
青
島
・
済
南
に

お
い
て
連
合
銀
問
が
組
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

上
海
に
お
い
て
一
七
二
家
の
銀
銭
業
が
銀
団
に
参
加
し
、

四
十
億
元
の
員
付
が
認

め
ら
れ
、

上
海
市
私
営
紗
廠
連
合
購
棉
供
款
処
に
貸
付
け
ら
れ
た
、
し
か
し
こ
の
築
団
は
初
歩
的
な
組
織
で
あ
り
、
資
金
も
少
な
く
、
活

経
済
学
研
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新
中
間
闘
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

動
方
針
が
明
確
で
な
く
、

又
参
加
紡
績
工
場
の
信
用
が
均
一
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
貸
出
満
期
後
解
散
と
な
っ
た
。

つ
い
で
一
九
四
九
年

十
二
月
十
四
日
上
海
市
の
や
菌
人
民
銀
行
等
公
私
ム
ロ
営
銀
行
九
一
一
一
家

二
家
と
中
一
等
信
託
公
司
一
二
家
、
計
二
ハ
八
家
で
、

上
海
市
公
私
合
営
金
融
業
連
合
放
款
処
を
設
立
し
、
当
初
資
金
は
一
二
二
億
元
(
内
中
国
人
民
銀
行
・
中
国
銀
行
・
交
通
銀
行
の
出
資
二

六
億
元
)
、
後
に
一
八

O
億
一
元
に
増
資
し
た
。
上
海
連
合
放
款
処
は
一
九
五

0
年
開
月
ま
で
に
綿
布
・
染
織
・
綿
織
・
煙
草
等
の
企
業
に
二

四
五
龍
一
五
を
貸
付
け
た
。
他
に
一
九
五
つ
年
一
一
一
月
一
八
家
の
行
荘
に
よ
っ
て
農
業
銀
臣
、

四
月
三
二
家
に
よ
る
上
海
金
融
業
農
業
貸
款
問
凶

-hy
門
誌
並
成
主
句
勺
し

J
ム
点
作
市
也
、
〈

3
5
4

ニf
J
億
む
千
万
元
を
貸
付
け
た
。

一
九
五

じ
月
天
津
の
金
城
・
上
海
の
新
華
・
隊
派
閥
出
ハ
誠
・
中
国
実
業
・
中
南

-
建
業
・
淑
江
興
業
等
で
外
腹
(
外
国
為
替
)
銀
聞
を
組
織
し
た
。

無
錫
で
は
銀
行
一
七
家
、
銭
荘
一
一
家
、
抗
州
で
は
四
五
家
、
済
南
で
は
一
四
家
の
連
合
銀
問
が
あ
り
、

で
は
一
九
五

0
年
四
月
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中
国
人
民
銀
行
の
参
加
す
る
銀
行
業
連
合
銀
団
が
成
立
、
北
京
で
は
四
月
二
十
八
日
中
国
人
民
銀
行
と
私
営
行
荘
一
二
一
一
一
家
で
北
京
公
私
合

営
銀
銭
業
連
合
放
款
銀
問
が
成
立
し
、
ゴ
一

O
倍
元
(
中
国
人
民
銀
行
六
億
元
、
銀
行
一
八
億
元
、
銭
荘
六
億
一
元
)
を
貸
出
し
、
武
漢
で
は

一
一
一
月
二
日
連
合
放
款
処
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
連
合
銀
団
は
貸
付
を
主
体
と
す
る
結
合
で
あ
る
が
、
全
般
的
な
経
営
を
含
む
結
合
が
い
わ
ゆ
る
連
営
集
部
で
あ
る
。
理
論
的
に
い

え
ば
、
前
者
は
後
者
の
前
駆
的
型
慾
で
あ
る
。

連
営
集
団
の
主
要
任
務
は

山
行
荘
の
信
用
と
名
滋
告
を
高
揚
強
化
し
、

ま
ず
労
資
協
調
、
収
支
平
衡
を
実
現
し
、

十
分
な
財
政
能
力
を
も
ち
、
未
回
収
貸
付
金
は

の
二

O
%
安
こ
え
ず
、
漸
次
こ
れ
を
逓
減
す
る
。

間
築
団
に
参
加
す
る
行
荘
は
互
助
互
利
の
原
則
の

?に

一
切
の
預
金
・
貸
付
・

為
替
の
業
務
を
推
進
し
、
合
理

を
か
ち
と
り
、
言
目
的
競
争
を
排
除
す
る
。

州
問
棺
互
に
徴
信
資
料
・
貸
付
対
象
の
情
報
を
交
換
し
、



築
国
力
を
運
用
し
て
計
劃
的
に
工
商
業
を
議
助
し
、
有
効
な
集
出
農
業
貸
付
を
拡
大
し
、
遊
資
の
農
付
放
出
合
導
く
。

ω菌
家
銀
行
の
指

導
を
便
な
ら
し
め
る
た
め
、
分
散
状
態
を
団
結
さ
せ
、
新
民
主
主
義
政
策
に
密
接
に
結
付
く
。

で
あ
る
。

ス
述
営
集
団
の
準
刑
期
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(l) 

I主

-
役
員
及
び
行
員
名
簿
・
予
算
蓄
を
報
告
す
る
。
問
団
員
は
自
行
の

理
、
経
官
事
務
に
対
し
て

合
負
う
。

防
団
員
は
連
合
貸
付
の
た
め
保
有
預
金
の
十
分
の
一
を
供
出
す
る
。

ω回
目
黒
は
国
家
銀
行
の
代
濯
機
関
と
し
て
奉
任
ず
る
。
問
団
長
は
関

係
資
料
を
交
換
す
る
。
働
集
団
は
団
員
の
代
り
に
国
家
銀
行
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
準
則
の
下
に
、

上
海
に
お
い
て
一
九
五

O
年
七
月
中
に
四
個
の
連
営
築
田
が
結
成
さ
れ
た
。

第
一
一
巡
営
築
関
・
・

中
古
了
中
信
・
中
国
企
業
・
中
国
翠
業
・
中
華
勧
工
・
和
成
・

の
セ
銀
行
、
存
誠
・
金
涼
・
福
諒

の
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四
銭
荘
及
び
中
一
信
託
公
司
の
一
二
家
(
あ
る
い
は
一
一
出
家
)
。

二
連
営
築
田
・
・

-
永
~
ロ
チ
荷
業
・
正
明
商
業
・
上
海
由
民
商
業
・
上
海
女
子
商
業
の
五
銀
行
、

鴻
祥
裕
記
・
福
康
・
瀬
康
・

技
泰
・
恒
豊
・
一
元
誠
・
統
康
・
恵
中

の
九
銭
荘
及
び
上
海
中
国
信
託
公
司
の
一
五
家
(
あ
る
い
は
一
回
家
)
。

第
一
一
一
述
営
集
団
・
.

出
仁
詞
・
五
曲
2
.

、
永
降
等
の
銭
荘
一
一
一
家
。

第
四
迷
営
築
田
・
・
銭
荘
ム
ハ
家
。

一
九
五

O
年
八
月
上
海
に
お
け
る
迎
合
貸
付
は
五
四
億
一
五
で
あ
る
。
連
営
集
団
の
貸
付
基
金
は
、
第
一
!
六
り
億
一
充
、
第
一
一
i8632
五
稽

一元、第一一一
B
e
t
-

七
憤
一
五
、
第
四
v
i
s
e

五
龍
一
五
、

計
一

Q
七
億
元
で
、

そ
の
中
、
中
国
人
民
銀
行
の
出
資
は
一
六
・
六
E

む
%
、

公
私
ム
口
営
銀
行
五
家

一
一
一
回
・
四
七
%
、
私
営
銀
銭
業
自
八
・
八
六
%
で
あ
っ
た
。

又
間
年
九
月
二
十
三
日
の
所
有
預
金
は
、
第
一
f
|
九
O
六
億
一
五
、
第
二

i
六
一

コ一億一元、

一一一

i
一
八
二
億
元
、
第
四

i
六
凶
器
一
万
、
貸
出
は
第
一
『
66812
六
六
四
穏
元
、
第
二
!
沼

O
九
罷
元
、
第
一
一
一
ltte

一
五
五
憶
一
元
、
第
四

経
済
学
研
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新
中
国
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

ー
ム
ハ
一
ニ
信
一
元
、
上
海
貸
出
総
額
の
八

0
・
八
%
を
し
め
、
未
参
加
行
荘
の
貸
出
は
僅
か
に
一
九
・
二
%
に
過
ぎ
な
い
。

段
枇
聞
の
二
は
公
私
合
営
銀
行
の

(
役
員
)
会
及
び
述
合
総
管
斑
処
の
組
織
で
あ
る
。

連
合
葦
事
会
及
び
連
合
総
管
理
処
の
任
務
は

山
管
理
の
集
中
、
組
識
の
強
化
、
業
務
の
統
轄
、
財
務
の
統
一
配
分
を
行
い
、
分
支
機
構
の
重
複
回
避
、
人
員
の
整
理
、
経
費
の
節
約
、

能
率
の
増
進
を
計
る
。
開
公
私
株
主
の
利
益
を
観
慮
す
る
。

こ
と
で
あ
る
。

そ
の
組
織
、
運
営
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

印
各
行
か
ら
一
一
一
人
乃
五
七
人
の
董
古
学
を

し
て
連
合
道
一
事
会
を
組
織
し
、

連
営
の
最
高
指
導
及
び
政
策
決
定
機
関
と
な
り
、

又
連
合

し
か
し
各
行
の
法
定
地
位
(
原
形
)
を
保
持
す
る
。
明
各
行
の
財
務
は
左
の
通
り
処
理
さ
れ
る
。
総

管
理
機
構
成
立
前
の
各
行
の
国
定
財
産
・
証
券
・
投
資
・
外
国
為
様
・
現
物
・
米
回
収
貸
付
金
・
未
収
入
泣
及
び
戦
前
の
預
金
・

濯
す
る
。
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は
連
合
総
管
理
処
を
成
立
し
、
構
成
銀
行
の
集
中
管
理
と
経
営
の
最
高
執
行
機
関
た
ら
し
め
る
。
明
各
一
行
の
総
行
と
分
支
行
は
総

管
弔
処
が
直
接
指
導

は
そ
れ
ぞ
れ
各
行
で
処
理

そ
れ
よ
り
生
じ
る

は
各
行
に

る
が
、
総
管
理
処
が
こ
れ
を
統
一
指
導
・
監
督
す
る
。
右
の
規
定
科

思
以
外
の
各
行
預
金
・
貸
付
・
内
閣
及
び
外
国
為
替
・
合
間
降
・
保
管
・
代
理
等
の
業
務
の
資
産
及
び
負
債
は
す
べ
て

理
処
が
集
中
管

躍
し
、

そ
れ
か
ら
生
じ
る

は
定
め
ら
れ
た
比
率
に
よ
っ
て
集
中
配
分
す
る
。

理
処
成
立
後
、
各
行
の
余
剰
或
い
は
不
足
の
資
金

は
す
べ
て

盟
処
に

い
は
そ
れ
よ
り
借
入
れ
、
各
行
所
有
の
資
産
及
び

は
す
べ
て
総
管
理
処
が
政
府
の
規
定
に
よ
り
統

処
理
す
る
。

凶
各
行
の
人
事
"
を
統
一
一
調
整
配
分
す
る
。

理
処
は

が
一
任
じ

計
醤
・
検
査
・
会
計
・
業
務

人
事
・
事
務
の
セ
処
を
設
け
る
。

総
管
理
機
構
は
、
構
成
各
行
が
法
定
上
独
立
の
地
位
を
維
持
す
る
と
は
い
え
、

人
事
・
業
務
・
損
誌
の
集
中
配
分
を
行
う
等
、
合
併
の



初
期
的
形
式
と
見
徴
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

上
海
に
お
い
て
五
簡
の
総
管
理
機
構
が
組
織
さ
れ
た
。

一
の
集
屈
は
新
華
銀
行
の
主
宰
す
る
一
一
一
行
か
ら
な
る
公
私
合
営
連
合
室
事
会
及
び
述
合
総
管
理
処
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
五
一

年
五
月
二
十
七
日
、

が
総
管
理
機
構
を
組
織
し
た
。

改
組
後
新
五
行
と
称
せ
ら
れ
る
市
南
五
行
の
新
翠
(
信
託
商
業
貯
蓄
)
・
四
明
・
中
国
実
業
・
中
陣
通
商
・

上
海
・
北
京
・
天
津
・
漢
口
・
重
農
・
広
州
等
二
六
都
市
に
及
び
、
行

五
行
一
的
揺
の
分
支
行
は
一
心
五
、

千
六
百
人
合
数
え
、
預
金
銀
有
額
は
全
私
営
銀
銭
業
の
一
一
…
分
の
一
を
し
め
て
い
る
。

つ
い
で
同
年
九
月
一
日
新
江
興
業
・
国
禁
・
和

成
・
中
国
会
業
の
回
行
が
参
加
し
、

九
行
の
分
支
行
は
二
ハ
問
、
行
員
六
千
人
と
な
っ
た
。

漸
江
第

(
侶
新
江
実
業
)
が
参
加

一
二
行
の
分
支
行
は
一
九
七
と
な
り
、

さ
ら
に
同
年
十
一
月
一
日
深
興
一
誠
・
源
々
長
・

間
関
都
市
に
分
布
し
て
い
る
。

第
二
句
集
団
は
北
五
行
と
知
ら
れ
る

金
城
・
中
南
・
大
臨
・
連
合
(
田
空
行
準
備
庫
)
の
組
織
す
る

-
中
潟
・
大

-209ー

鴎
・
連
合
五
行
逮
合
董
事
会
及
び
連
合
総
管
理
処
で
あ
る
。
北
五
行
は
す
で
に
一
九
五

O
年
↓
一
月
連
営
を
実
行
し
て
い
た
も
の
で
、

管
理
機
構
は
一
九
五
一
年
九
月
一
日
成
立
し
た
の
北
五
行
は
主
と
し
て
工
鉱
業
投
資
を
行
っ
て
来
た
が
、
傘
下
に
は
上
海
の
誠
一
手
鉄
工
廠
・

重
慶
の
治
会
鋼
廠
・
開
問
川
復
煤
廠
・
都
江
煤
鉱
・
ム
ハ
河
滋
煤
廠
・
そ
の
他
新
裕
・
北
洋
・
虞
山
等
の
紡
織
公
司
・
一
一
一
錦
紗
廠
・
、
永
利
化
工

廠
・
民
生
実
業
公
司
・
大
平
洋
翰
船
公
司
・
天
津
輪
船
公
可
・
久
大
坂
公
司
の
大
企
業
が
あ
る
。

第
三
の
集
団
は
上
泌
商
業
能
蓄
銀
行
の
上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
蓋
古
学
会
で
あ
る
。
当
行
は
一
九
五
一
年
七
月
末
、

十
万
株
の
や
公
設
一
一
一
四

%
で
公
私
合
営
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
闘
の
集
団
は
第
一
連
営
築
団
と
第
二
連
営
集
団
に
よ
る
第
一
連
営
連
合
憲
一
事
会
及
び
第
一
連
営
連
合
総
管
狸
処
で
あ
る
Q

第
五
の
集
団
は
第
一
一
一
連
営
集
団
と
第
四
逮
営
住
市
間
に
よ
る

二
連
営
連
合
董
事
会
及
び
第
一
一
連
営
連
合
総
管
理
処
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
上
海
に
お
け
る
公
私
合
営
及
び
私
営
銀
銭
業
六
一
一
一
家
(
又
は
六
四
家
)
が
五
舘
の
集
団
に
組
織
さ
れ
た
。

経
済
学
研
究



新
中
間
闘
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

ア}官。、

r」
+
ホ

附
い
ふ
J

ト

v

ト
ト

の
銀
銭
業
が
武
漢
お
業
銀
行
を
組
織
し
て
い
る
。

岡崎 (9)倒的 (6)(5) (4) (3) (2) (1) 

王
達
夫
、
私
営
銀
銭
業
的
新
生
、
経
済
導
報
、
一
九
四
九
年
、
一
八
三
品
円
五

各
地
私
営
銀
銭
業
成
立
連
合
銀
問
、
新
翠
月
報
、
一
九
五
O
年
、
第
一
一
期
。

五
達
夫
、
荷
揚
論
文
ω

の
V
Sぬ
の
g
s同
回
開

H
Y

足
。
口
出
汁
芝
山
、
〉
弓
笹
山
g
o

向。o
g
g
c
E
a
c日比ロ胆・阿国間四
w

M

)

・品∞・

。vo
u
m
c
g
a吉田吋
f
o同y
n
F
H
V
H
Y
A
お
i
怠
・
(
三
逮
夫
、
前
掲
論
文
)
Q

周
紹
曜
、
自
前
的
連
貸
与
速
営
、
中
間
金
敵
、
一
九
五
一
年
、
第
二
期
。

拐
景
濯
、
対
新
五
行
合
併
的
認
識
和
希
望
、
新
翠
月
報
、
一
九
五
一
年
、
第
二
期
。

至
培
、
私
営
行
経
発
展
的
正
確
方
向
、
経
済
導
報
、
一
九
五
二
年
、
第
二
五
ご
郊
Q

2
2ぬ
9
0・
苦
言
-
O
H
}
・
。
日
仲
・
同
】
・
舎
至
培
、
前
掲
論
文
。

至
位
相
、
前
掲
論
文
。

経
忍
安
、
私
営
金
融
業
発
由
民
的
道
路
、
中
慰
金
融
、
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一
九
五
一
年
、
第
一
一
期
。

間

改
造
の
第
一
一
一
段
階
は
各
連
合
総
管
理

の
合
同
で
あ
る
。
こ
の
段
摺
は
一
九
五
二
年
十
二
月
に
始
ま
る
。

一
九
五

一
月
末
、
中
国
人
民
銀
行
は
五
個
の
連
合
総
管
理
棟
構
を
合
総
し
て
一
個
の
総
管
濯
機
構
を
設
立
す
る
こ
と
を
勧
告
し

た
Q

こ
の
提
案
は
、

一
九
五
二
年
十
二
月
一
日
上
海
に
お
け
る
公
私
合
営
銀
行
漆
合
総
管
理
機
構
の
設
立
と
な
っ
て
実
現
し
た
。
ず
な
わ

ち
公
私
合
営
迎
合
査
事
会
・
公
私
ム
ロ
営
山
内
叫
業
・
金
域
・
中
南
・
大
陸
・
連
合
五
行
連
合
輩
事
会
・
公
私
合
営
上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
萱
事
会
・

第
一
連
営
迎
合
翠
一
事
会
・
第

は
中
国
人
民
銀
行
の
批
准
を
う
け
、

五
系
統
所
属
の

で
、
公
私
合
営
銀
行
連

、
並
び
に

-
東
部
ハ
誠
・
和
成
・
斯
江

中
南

上



海
公
私
合
営
銀
行
連
合
総
管
理
処
(
略
称
公
私
合
営
銀
行
連
合
総
管
理
処
)
を
設
立
、
事
業
所
を
上
海
虎
丘
路
一
回
号
に
置
い
た
。

は

一
(
〉
一
二
人

そ
の
よ
中
公
設
董
事
二
七
人

六
人
で
簿
成
さ
れ

一
人
(
胡
景
器
)
、

五
名
、
常
務
審
一
一
事
九
七
名
で
あ
る
。

当
時
上
海
の
銀
銭
業
は
ふ
ハ

O
家
と
い
わ
れ
る
が
、
公
私
合
営
銀
行
連
合
総
管
悲
処
の
設
立
は
、

初
歩
的
大
合
併
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
公
私
合
営
銀
行
連
合
総
管
理
処
は
北
京
・
上
海
・

こ
れ
ら
六

O
家
の
公
私
合
営
化
と
そ
の

口
・
長
沙
・
法
州
・

西
安

-
成
都
・
毘
明
・
青
島
・
南
京
・
杭
州
・
度
内
の
一
四
都
市
に
分
支
機
也
怖
を
設
立
し
た
。

と
き
に
一
九
五

は
第
一
次
五
カ
年
計
認
の

で
あ
っ
て
、
経
済
建
設
計
画
遂
行
の
た
め
、
金
金
融
業
会
中
国
人
民
銀
行
の
蓋
接

指
導

の
下
に
お
き
、
資
金
回
転
の
計
劃
性
を
一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
客
観
状
勢
に
即
応
し
て
、

一
九
五
一
一
一
年

十
二
月
二
十
六
日
連
合
賢
一
事
会
常
務
董
事
会
議
に
お
い
て
、
連
合
葺
事
会
及
び
連
合
総
管
理
処
を
上
海
か
ら
北
京
に
移
転
す
る
こ
と
が
}
決
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定
し
た
。
一
九
五

五
月
初
め
、
移
転
を
終
了
し
、

五
月
五
回
、
北
京
国
替
民
巷
一

O
八
号
に
お
い
て
業
務
会
-
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

公
私
合
営
銀
行
述
合
萱
事
会
及
び
連
合
格
管
理
処
の
、

い
わ
ゆ
る
遷
京
は
、
金
融
の
中
心
が
上
海
か
ら
北
京
に
移
っ
た
こ
と
を
表
示
す

る
と
同
時
に
、
金
融
業
が
中
国
人
民
銀
行
の
指
導
の
下
に
、
全
行
改
造
の
第
一
歩
を

し
た
こ
と
な
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
金

び
国
家
集
中
は
、
全
国
企
業
の
改
造
及
び
国
家
集
中
の
先
例
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
財
経
上
の
一
大
転
換
期
を
創
姑
す

る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

0.) 

(Z) (1) 

公
私
合
営
銀
行
連
合
総
管
理
処
成
立
公
告
、
中
間
金
融
、
一
九
五
二
年
、
第
一
八
刻
。

公
私
合
営
銀
行
総
管
理
処
遷
京
、
中
間
金
一
獄
、
一
九
五
三
年
、
第
一

O
期。

経
済
学
研
究



新
中
留
に
お
け
る
私
営
銀
銭
業
の
社
会
主
義
改
造

木

五

私
営
銀
銭
業
の
改
造
は
、

一
九
割
九
年
六
月
か
ら
一
九
五
二
年
十
二
月
の
間
に
、
個
別
的
な
公
私
合
営
化
な
経
て
、

公
私
ム
ロ
営
銀
行
連

合
総
管
理
機
祷
に
よ
る
大
合
間
の
段
階
に
進
行
し
て
い
る
。
合
同
し
た
公
私
合
営
銀
行
は
、

や
が
て
全
人
民
所
有
制
と
な
り
、
或
い
は

業
銀
行
、
も
し
く
は
業
務
を
分
離
し
て
既
設
専
業
機
構
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

す
で
に
連
合
総
管
理
機
構
の
下
に
、
各
行
は
や
国
人
民
銀
行
と
の
関
に
業
務
の
性
絡
に
応
じ
て
分
業
念
行
い
、

い
わ
ゆ
る
分
業
分
一
戸
の

方
法
を
実
施
し
、
専
業
化
の
第
一
歩
を
踏
出
し
て
い
る
。

ヱ
商
業
の
公
私
合
営
化
は
、
個
別
方
式
か
ら
全
行
業
方
式
に
進
行
し
、
本
格
的
と
な
っ
て
い
る
。
私
企
業
及
び
公
私
合
営
企
業
の

第
二
次
五
カ
年
計
劃
終

7
時
、
す
な
わ
ち
一
九
六
二
で
で
あ
る
と
推
州
制
さ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
改
造

存
続
は
、

の
速
度
が
最
も
早
い
金
融
業
は

え
ら
れ
る
。

こ
の
過
程
に
お
い
て

に
国
有
化
さ
れ
る
も
の
と

(1) 

司州
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冊
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田
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